家庭礼拝　201１年1月12日　エフェソ書６章
　賛美歌206　7日の旅路　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌４３３　あるがままわれを
起

エフェソ書では、キリストにおいて、私たちは一つであるという考え方を基本にし、日常の生活の事柄について、信仰的に大切なことが語られてきました。5章では妻と夫。6章では親と子、そして、奴隷と主人です。現代の感覚からすると、妻と夫、親と子の関係というと家族としての暖かい大切な関係を語っているという感じがしますが、この当時は、この関係は現代人の受け止め方とは大きく違ったようです。それらは奴隷と主人の関係と似たような関係だったのです。それは、権威や権力に対する従属という関係だったのです。それで、この三つが並べて書かれているのです。夫は妻に対して絶対的な権威があり、親は子に対して絶対的な権威があり。主人は奴隷に対して絶対的な権威があるという関係なのです。具体的には、夫は妻を何時でも離婚でき、親は子供を死刑にすることもでき、主人は奴隷を売り買いできる力を持っていたのです。彼らの関係は決して対等どころではなかわけです。そして、その不平等な関係が人々の心を苦しめ、家庭に、社会に、大きな不安や葛藤をもたらしていたのです。ですが、ここに新しい基準が持ち込まれました。キリストとの関係です。人間の関係が、そのような不平等な関係にあったとしても、キリストとの関係においては皆平等になるということなのです。キリストにおいては皆一つとなるからです。

ここで語られている、主人に対する、妻と、子と、奴隷、これらはみな今で言うと家族です。この主人に一番近い人々です。一番近い隣人です。この人々との関係を正しいものにすることこそ、神様との関係を正しいものにすることになります。主人は、妻と子と、奴隷とに圧倒的な権威、権力を持っていました。その関係は普通、恐れに支配されているものでした。恐れこそは、人間をコントロールする、一番の道具なのです。パウロの教えは、この恐れによる支配から、キリストに対する愛と信頼による支配へと変容していくものなのです。現代の私達の生活においてさえも、この法則は成り立ちます。社会の多くは、人々の不安、恐れをうまく利用してコントロールしようとします。昨日、インターネットを見ていたら、ある人が、優良な宗教団体と、邪悪な宗教団体は何が違うのかという質問がありました。私はこれに、簡潔に答えました。｢良い宗教団体は、人々に無償で平安を与えます。邪悪な宗教団体は、人々の不安に付け込みます。｣このように、不安や恐れはいつも弱い人たちが餌食となる、おいしいえさなのです。キリスト教はこの上には立ちません。私たちもまた、ここには立ちません。私達の立つところは、愛と信頼です。愛と信頼無しに、人を変えよう、人を動かそうとしてはいけないのです。愛と信頼こそが私達の活動の源泉となるものです。
承

今日の聖書の箇所では、まず、親と子の関係が述べられています。１節から３節では、子供たちへの要望が書かれています。これは旧約聖書で述べられている事と同じです。
エフェ 6:1　子供たち、主に結ばれている者として両親に従いなさい。それは正しいことです。
エフェ 6:2　「父と母を敬いなさい。」これは約束を伴う最初の掟です。
エフェ 6:3　「そうすれば、あなたは幸福になり、地上で長く生きることができる」という約束です。
旧約聖書に書かれているように、両親に従いなさい。といわれます。それは正しいことですといっています。ですがそこには、今まで無かったような条件が組み込まれました。ただ従いなさいというのではなく、主に結ばれているものとして、両親に従いなさいと言われました。主に結ばれているものとして、ということが大切になります。これは義務としてではなく、選ばれたものとして、救われたものとして、その愛と信頼に答えて従いなさいということになります。そしてこれに対して補足がつきます。
エフェ 6:2　「父と母を敬いなさい。」これは約束を伴う最初の掟です。
エフェ 6:3　「そうすれば、あなたは幸福になり、地上で長く生きることができる」という約束です。
モーセの十戒は出エジプト記の20章12節と申命記5章の16節に記されていますが、正確には、従いなさいではなく、父と母を敬いなさい、となっています。これが約束を伴う最初の掟であるというのは、そのあとに、そうすれば、という言葉がついているからです。この、何々しなさい、そうすればという表現で言われた最初の十戒の戒めが「父と母を敬いなさい」という言葉なのだということです。これが約束を伴う最初の掟、という意味です。そして、そのそうすればという言葉のあとには、あなたは幸福になり地上で長く生きることが出来るという約束が付いているのです。私たちは、愛します、敬いますとよく言いますが、その具体的な行動は従うということなのです。パウロにとっても、愛すること、敬うこと、従うことは同義語なのです。そして父と母を敬えば、あなたは幸福になる。といわれます。それは父と母を愛すれば幸福となるということです。私たちが幸福になりたかったら、親孝行をすることが近道なのかもしれません。そして、幸福なものこそが長生きできると云うことになります。不幸に思っているものがこの世で長く生きることは出来ないのです。親が既にいなくなったのなら、神様を敬い、神様を愛し、神様に従うのが、幸せになり、長生きできる方法だろうと思います。両親を敬うのは、その神様の代わりをしてくれた人として両親を敬うのですから。
そして次には、父親達に対しての要望が語られています。4節です。
エフェ 6:4　父親たち、子供を怒らせてはなりません。主がしつけ諭されるように、育てなさい。
父親たちに対しては、子供を怒らせてはなりません。と言われます。この時代の子供たちはいつもいらだっていたのかもしれません。父親の専制君主的な態度にいつも怒っていたかもしれません。ユダヤ教徒の家庭は厳しいしつけと教育がなされました。パウロ自身もそうでした。家庭には、愛のない、冷たい、厳格な空気が流れていたのです。感受性の強い子供たちはその空気に逆らおうとしていました。いつもいらいらし、怒りっぽくなり、父親との本当の心の交わりのない状態にあったのかもしれません。父親もまた、子供を何とか従わせようとして、その権力・権威を振るっていたのでしょう。ですが、パウロは、主がしつけ、諭されるように、育てなさいといいました。これは忍耐強く、愛を持って育てなさいということになります。子供のすることは、主に結ばれているものとして、両親に従い、父親は、主がなされるように愛し育てなさいということになるのです。これが親子の交わりが正しく行われるための方法となります。私たちもまた、この戒めに従いたいと思います。そして、幸せになり、長生きしたいものだと思います。
転
次に書かれているのは、奴隷と主人との関係です。奴隷たちは、妻や子供たち以上に、主人を恐れ、その殺傷与奪権を握られています。ですから、何とか気に入られて、生き延びようと、いろいろな手を使ってその関係を保とうとします。どうしたらよいのかが、5節から8節に書かれています。
エフェ 6:5　奴隷たち、キリストに従うように、恐れおののき、真心を込めて、肉による主人に従いなさい。
エフェ 6:6　人にへつらおうとして、うわべだけで仕えるのではなく、キリストの奴隷として、心から神の御心を行い、
エフェ 6:7　人にではなく主に仕えるように、喜んで仕えなさい。
エフェ 6:8　あなたがたも知っているとおり、奴隷であっても自由な身分の者であっても、善いことを行えば、だれでも主から報いを受けるのです。
奴隷達には、キリストに従うように主人に仕えなさいと教えました。キリストには従えるが、主人には仕えられないという出来事がたくさん起こったのだと思います。新約聖書で一番短い書簡はフィレモンへの手紙です。このフィレモンは熱心なクリスチャンでした。パウロは、フィレモン書ではこう言っています。私は祈りのたびに、あなたのことを思い起こして、いつも私の神に感謝しています。というのは、主イエスに対するあなたの信仰と、聖なる者たち一同に対するあなたの愛とについて聞いているからです。と言っています。このすばらしい信仰と愛を持つフィレモンから、奴隷のオネシモが逃げ出し、ローマで囚人となっているパウロのところに逃げ込んでくるのです。パウロはこのオネシモを入信させ、このオネシモのためにとりなして、オネシモをフィレモンのところに送り返す手紙がフィレモン書です。このオネシモを私と思って迎え入れてくださいとお願いするのです。フィレモンはパウロのよき後援者であり、コロサイ教会の中心人物であり、敬虔な信者であったと言われています。このような主人であっても、その主人には仕えられなくて逃げ出す奴隷はいたのです。たぶん、このオネシモにもパウロは言った筈です。キリストに従うように主人に仕えなさい。恐れおののき、真心をこめて仕えなさいと。その人がどのような人であろうと、キリストに従うように、肉による主人に従いなさいと言うのがパウロの教えであり、聖書の教えです。それはいやいや仕えるのではなく、うわべだけ仕えるのでもなく、キリストの奴隷として、心から神の御心を行い、主に仕えるように喜んで仕えなさいと言われているのです。それは、良いことを行えば誰でも、奴隷であっても主から報いを受けるからだと言っています。これは、家にあっては夫かもしれないし、会社にあっては上司かもしれないし、教会にあっては牧師かもしれません。その権威ある人々に対して、たとえその人々がどのような人々であっても、主に仕えるように喜んで仕えなさい。それが主から報いを受けることになるからだと言っているのです。あんな自分勝手な人には従えない、あんな意地悪な人にはついていけない、あんな尊敬できない人とは一緒にやれないと思ったとしても、聖書の教えているのは、主に仕えるように喜んでその人に、仕えなさいということです。そしてそれを裁くのは私たちではなく、神様だからです。私たちが仕えていくのは、その人が権威あるからではなく、わたしたちが、主に従うものだから、主に従うように従っていくだけなのです。私達の御殿場教会の牧師に対する姿勢としては、この教えに反したものとなってしまいました。たぶん多くの人々が、教会を離れた私たちを、この教えに反した人と考えていることだと思います。オネシモの場合はフィレモンのところを飛び出しましたが、パウロがそれをとりなしてくれました。私達の場合もそれをとりなしてくださる方を待ち望むことになるのかもしれません。パウロの教えは、権威あるものに対しては、たとえ自分達のほうが正しいと思っても、キリストの奴隷として、主に仕えるように喜んで仕えなさい、と言うことなのです。私たちはこれをどこまで受け入れることができるでしょうか。私たちが受け入れるのは人を受け入れるのではなく、主の奴隷となる事を受け入れるのです。そして主に仕えることを受け入れるのです。これを取り違えてはいけないのです。
そして最後に、悪と戦うことが言われます。10節からです。
エフェ 6:10　最後に言う。主に依り頼み、その偉大な力によって強くなりなさい。
エフェ 6:11　悪魔の策略に対抗して立つことができるように、神の武具を身に着けなさい。
エフェ 6:12　わたしたちの戦いは、血肉を相手にするものではなく、支配と権威、暗闇の世界の支配者、天にいる悪の諸霊を相手にするものなのです。
これは、私たちが戦うのは目に見える人間ではないと言うことです。私たちが戦うのは、この世のものではないのです。それは天にいる悪の諸霊を相手にするものであるとパウロは言います。私たちは戦う相手を間違えてはいけません。目に見える人間が相手ではありません。パウロは、だから、しっかりと立つことができるように、神の武具を身に着けなさい。と言って、どのような武具を身に着けるべきかを言います。この武具の説明をする時、パウロがどのような状況なのかを思い起こしたほうが良いかもしれません。今、パウロはローマで、ローマ兵に手を鎖でつながれて、そのローマ兵のすぐ近くにいるのです。きっとそのローマ兵の武具を見ながらこれを書いていたのだと思います。そしてこういいました。14節からです。
エフェ 6:14　立って、真理を帯として腰に締め、正義を胸当てとして着け、
エフェ 6:15　平和の福音を告げる準備を履物としなさい。
エフェ 6:16　なおその上に、信仰を盾として取りなさい。それによって、悪い者の放つ火の矢をことごとく消すことができるのです。
エフェ 6:17　また、救いを兜としてかぶり、霊の剣、すなわち神の言葉を取りなさい
これらをどう解釈するのかは、人それぞれでいいかもしれません。殆どが防具です。いかに身を守るかの道具です。その中で攻撃の道具となるのが霊の剣です。それは神の言葉であるとパウロは言います。目に見えない、悪の諸霊と戦い、それを打ち破るのは霊の剣、すなわち神の言葉です。自分を守るものとしては、真理、正義、信仰、救いです。これらは私たちを守ってくれるものですから、しっかりと身に着けるべきものです。この真理、正義、信仰、救いがしっかりしていないと傷つけられたり深手を負ったり打ちのめされたりするかもしれません。そのような武具を身に着けて、戦う士気を高めるのは祈りだと言っています。どんなに立派な武具を持っても、戦う士気が高くなければ戦えません。パウロは
エフェ 6:18　どのような時にも、“霊”に助けられて祈り、願い求め、すべての聖なる者たちのために、絶えず目を覚まして根気よく祈り続けなさい。
エフェ 6:19　また、わたしが適切な言葉を用いて話し、福音の神秘を大胆に示すことができるように、わたしのためにも祈ってください。
と祈ることの大切さを、最後は祈りであることを語っています。それは自分だけのためではなく、供に戦う同胞のためにも祈るのです。
結

これでエフェソ書を終わりますが、エフェソ書を通じて思わされるのは、私たちはキリストにあって一つであると言うことです。私達の罪は、この一つにされているものをばらばらにしてしまうことです。あの人と私とは何の関係もない。あの人たちは私達の敵だ。そう思ってしまうことです。ですがエフェソ書は私たちはキリストにつながっており、そしてキリストにおいて一つである。と言っています。そしてパウロの切なる願いは、私たちがそのことに気がつき心の目を開いてくれるようにと言うことです。私たちが、キリストを着せられて、新しい人になっていることに気がついてくれるようにということです。私たちに必要なことは、努力して何かになる事ではなく、私たちがキリストにおいて一つであること新しい人を着せられていることに気がつくことだけなのです。
（一分間の黙想）

（祈り）

天の父なる神様。あなたの恵と導きによって、使徒言行録に続き、エフェソ書を読み終えることが出来ましたことを感謝いたします。また新しい聖書の箇所に取り組みますが、どうかあなたがこのことを導いて下さいますように。どうか私たちがあなたの御言葉に心を傾け、耳を傾けていくことができますように導いてください。これからの私達の信仰のあゆみがあなたによって守られ導かれますように。私たちが信仰の武具を身に着けてしっかりと身を守り、神の見言葉を持って見えない悪霊と戦っていくことが出来ますように。見えるものは私達の敵ではありません。私たちは皆あなたのもとに一つであるものです。どうかこのことを身を持って心の底から理解するものでありますように。

　世の中では、タイガーマスク運動と言う善意の輪が広がっていることに感動を覚えます。経済は停滞していても、心の豊かさは増しているのかとも思います。神様、私たちが心から善意の業に励み、困っている人たちを助け励ましていくことが出来ますように導いてください。この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◆子と親
エフェ 6:1　子供たち、主に結ばれている者として両親に従いなさい。それは正しいことです。
エフェ 6:2　「父と母を敬いなさい。」これは約束を伴う最初の掟です。
エフェ 6:3　「そうすれば、あなたは幸福になり、地上で長く生きることができる」という約束です。
エフェ 6:4　父親たち、子供を怒らせてはなりません。主がしつけ諭されるように、育てなさい。
◆奴隷と主人
エフェ 6:5　奴隷たち、キリストに従うように、恐れおののき、真心を込めて、肉による主人に従いなさい。
エフェ 6:6　人にへつらおうとして、うわべだけで仕えるのではなく、キリストの奴隷として、心から神の御心を行い、
エフェ 6:7　人にではなく主に仕えるように、喜んで仕えなさい。
エフェ 6:8　あなたがたも知っているとおり、奴隷であっても自由な身分の者であっても、善いことを行えば、だれでも主から報いを受けるのです。
エフェ 6:9　主人たち、同じように奴隷を扱いなさい。彼らを脅すのはやめなさい。あなたがたも知っているとおり、彼らにもあなたがたにも同じ主人が天におられ、人を分け隔てなさらないのです。
◆悪と戦え
エフェ 6:10　最後に言う。主に依り頼み、その偉大な力によって強くなりなさい。
エフェ 6:11　悪魔の策略に対抗して立つことができるように、神の武具を身に着けなさい。
エフェ 6:12　わたしたちの戦いは、血肉を相手にするものではなく、支配と権威、暗闇の世界の支配者、天にいる悪の諸霊を相手にするものなのです。
エフェ 6:13　だから、邪悪な日によく抵抗し、すべてを成し遂げて、しっかりと立つことができるように、神の武具を身に着けなさい。
エフェ 6:14　立って、真理を帯として腰に締め、正義を胸当てとして着け、
エフェ 6:15　平和の福音を告げる準備を履物としなさい。
エフェ 6:16　なおその上に、信仰を盾として取りなさい。それによって、悪い者の放つ火の矢をことごとく消すことができるのです。
エフェ 6:17　また、救いを兜としてかぶり、霊の剣、すなわち神の言葉を取りなさい。
エフェ 6:18　どのような時にも、“霊”に助けられて祈り、願い求め、すべての聖なる者たちのために、絶えず目を覚まして根気よく祈り続けなさい。
エフェ 6:19　また、わたしが適切な言葉を用いて話し、福音の神秘を大胆に示すことができるように、わたしのためにも祈ってください。
エフェ 6:20　わたしはこの福音の使者として鎖につながれていますが、それでも、語るべきことは大胆に話せるように、祈ってください。
◆結びの言葉
エフェ 6:21　わたしがどういう様子でいるか、また、何をしているか、あなたがたにも知ってもらうために、ティキコがすべて話すことでしょう。彼は主に結ばれた、愛する兄弟であり、忠実に仕える者です。
エフェ 6:22　彼をそちらに送るのは、あなたがたがわたしたちの様子を知り、彼から心に励ましを得るためなのです。
エフェ 6:23　平和と、信仰を伴う愛が、父である神と主イエス・キリストから、兄弟たちにあるように。
エフェ 6:24　恵みが、変わらぬ愛をもってわたしたちの主イエス・キリストを愛する、すべての人と共にあるように。
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